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 2022年度 病院医学教育研究助成成果報告書  

 

報告書提出年月日 2023年  3  月 16  日 

研究・研修課題名 

緩和薬物療法認定薬剤師の認定更新と、新規認定取得に係る 

日本緩和医療薬学会教育セミナーおよび日本緩和医療学会への

参加 

研究・研修組織名（所属） 薬剤部 

研究・研修責任者名（所属） 土江晴江（薬剤部） 

研究・研修実施者名（所属） 土江晴江、土井教雄、中元隆浩（薬剤部） 

 

成果区分 
□学会発表 □論文掲載 □資格取得 □認定更新 □試験合格 

■単位取得 □その他の成果（                             ） 

該当者名(所属) 土江晴江、土井教雄、中元隆浩（薬剤部） 

学会名(会期・場所)、認定名等 以下の全ての学会等に土江晴江、土井教雄、中元隆浩が参加した。 
・第 15回日本緩和医療薬学会年会 

2022年 5月 14日～15 日（web 開催 オンデマンド 6/21 まで） 
・日本緩和医療薬学会 教育セミナー 

第 26 回: 2022年 6月 1日～10月 31日（web 開催） 
第 27 回: 2022年 12月 1日～2023年 5月 31日（web開催） 

・第 27回日本緩和医療学会年会 

  2022年 7月 1日～2日（web 開催+現地開催） 

以下の申請を中元隆浩が行った。 

・緩和薬物療法認定薬剤師認定審査 

演題名・認証交付元等 日本緩和医療薬学会 

取得日・認定期間等 土井教雄 

（取得日：2016年 4月 1日、更新日：2021年 4月 1日） 

認定期間：2021年 4月 1日～2026年 3月 31日 

土江晴江 

（取得日：2017年 4月 1日、更新日：2022年 4月 1日） 

2022年 4月 1日～2027年 3 月 31日 

診療報酬加算の有・無 ■加算有（緩和ケア診療加算、外来緩和ケア管理料）□加算無 

目的及び方法、成果の内容 

①目  的 

緩和ケア診療加算では、緩和ケアに係る専従チーム（医師２名、看護師１名、薬剤師１名）での診療

が必須であり、薬剤師は緩和薬物療法認定薬剤師が望ましいとされている。また、令和 2 年度診療報

酬改定では、外来緩和ケア管理料の対象に末期心不全および後天性免疫不全症候群の患者が追加され、

活動の拡充が求められている。 

そこで、日本緩和医療薬学会の年会や教育セミナーに参加し、緩和薬物療法認定薬剤師の資格更新や

新規認定取得を目指すと共に、当院における緩和医療のさらなる充実に貢献することを目的とした。 

②方  法 

上記の年会および教育セミナーに参加することで、資格の更新や新規認定に必要な単位を取得した。 

③成  果 

上記の学会やセミナーへ 3 名(土江晴江、土井教雄、中元隆浩)とも参加することにより緩和薬物療

法認定薬剤師の認定単位 40 単位を取得することができた。緩和薬物療法認定薬剤師の資格更新や新規

取得には 5 年で 100 単位の単位取得が必要となり、土江晴江は 2027 年度、土井教雄は 2026 年度に認
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定更新を予定している、中元隆浩は 2022年度の新規認定の書類審査に合格した。来年度に認定試験を

受験し、資格取得を目指す。 


